
火力発電では、少ない燃料で多くの発電を行うため、
高効率コンバインドサイクル発電プラントの導入など
熱効率向上対策を進めています。

火力発電の熱効率向上
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技術開発50年の歴史に関する展示

熱効率とは、消費した燃料の熱エネルギーのうち、
実際に電気となった割合を示すもので、
火力発電所の効率性を図る目安になります。

火力発電の熱効率の変化
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